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標準施工仕様

工　程 材　料 調　合
(重量比)

所要量
(kg/m2) 塗回数

工程内

間隔時間(hr)
備　考

ー

ー

ー

下地調整

主材塗り2

●下地はよく乾燥させ、含水率10％以下、pH10以下としてください。
●付着物は完全に除去し、傷、不陸、目違いなどは補修調整してください。

元請と協議の上、目地テープの使用方法、施工手順、美観を決定してください。

塗面を傷つけないようにSK目地テープを素早く取り除いてください。

(23℃)

S K サ ン ド カ ラ ー ベ ー ス

清 水

セ ラ ミ エ レ ガ ン ス

清 水
2 4以上 ー 24以上

工程間 最終養生

●吹付け仕上げ
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施工下地の平滑性は金ごて仕上げ以上としてください。
大壁に施工する場合は、必ず化粧目地を入れてください。目地間隔は、たて・よこ1.5m以内とし、できる限り多く取るようにしてください。また、塗り継ぎは目地で行うようにしてください。
目地仕上げの場合は、別途費用が加算されますので、詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。
下地の種類によっては、下塗材の選定が必要になります。特に押出成形セメント板、GRC板、PC部材などには、下塗材として★エスケーハイブリッドシーラーEPO(クリヤー・ホワイト、15kgセット)、
または★マイルドシーラーEPO(クリヤー・ホワイト、14kgセット)、★ミラクシーラーEPO(15kgセット)を塗付後、SKサンドカラーベースをご使用ください。なお、軽量PC部材への施工は避けてください。
詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。
SKサンドカラーベース、SKカラーサーフの色目は、セラミエレガンスと共色になっています。
ゆず肌状ローラー仕上げでの目地仕上げも可能です。工程については、ゆず肌状ローラー仕上げをご参照ください。
SKカラーサーフの所要量は、ウールローラー、刷毛塗りで0.5～0.7kg/m2（希釈率：5～8%）、リシンガン吹きで0.8～1.5kg/m2（希釈率：2～4%）としてください。
この他上塗材として、★クリーンエレガントップシリコン(艶有り・3分艶・艶消し、15kgセット）もご使用いただけます。オプション仕様製品について詳しくは、専用パンフレットをご参照ください。
既存塗膜の剥離箇所は、既存のパターンに合うように既存塗膜の塗装仕様でパターン合わせを行ってください。
微弾性サーフェーサーを使用する仕様で、軽量モルタル、ALCパネル、高断熱型窯業系サイディング及び発泡ウレタンなどを使用した高断熱型外壁に塗装する場合は、蓄熱されたり、水の影響や下地の
状態、塗装時の環境など、いくつかの条件が重なることでパネルの変形や塗膜の膨れ、剥がれなどを生じることがあります。ご採用にあたっては、最寄りの各営業所へお問い合わせください。
改装工事に溶剤形の下塗材をご使用の場合は、溶剤などの影響により旧塗膜を侵し、膨れ、ちぢみなどの異状が発生することがあります。試し塗りにより確認の上、本施工に入ってください。
やに・あくが付着している場合は、中性洗剤など（やに・あくが著しい場合は、アルカリ性洗剤など）で拭き取った後、予めＳＫ水性ヤニ止めシーラー（15kg石油缶）を塗付してください。
SK水性ヤニ止めシーラー、水性ミラクシーラーエコは、他の水性塗料が混ざるとゲル化することがあります。他の材料との混合や、刷毛、ローラー、エアレスなどの塗装器具の共用は避けるとともに、同じ洗
い水での塗装器具の洗浄は行わないでください。
防かび・防藻性は繁殖の抑制の効果を示すものです。施工部位の構造や形状、環境条件などにより、防かび、防藻性が十分に発揮されない場合があります。
かびや藻が付着している場合は、「SKKカビ除去剤＃5（塩素系）」にて拭き取るなど、適切な下地処理をしてから塗装してください。
所要量は被塗物の形状、素地の状態、塗装方法、気象条件、希釈率等の各種条件により増減します。
塗り重ね時間は環境（温度、湿度、換気、風通しやすさ）や膜厚によって変わります。
低温又は高湿度時には、乾燥が遅くなりますのでご注意ください。
ロットが異なる材料は、色目が若干異なる場合がありますので、同一面での複数ロットの使用を避けてください。
補修塗りが必要な場合がありますので、補修用に使用塗料の控えを必ずとっておき、同一ロット、同一塗装方法で補修塗装をしてください。
補修塗りの際、仕上がり肌の違いにより、色目に若干の差を生じる場合がありますので、部分的に仕上がり性を確認した上で希釈量等を決定してください。
大壁面では、補修部分が目立つ場合がありますのでご注意ください。
シーリング材の上へ施工する場合、シーリング材の種類、材齢により塗膜が密着しないことや汚染することがあります。詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。
間隙が広いなど、大きな動きが予想されるシーリング打設部への塗装は、塗膜がひび割れる可能性がありますので、なるべく避けてください。
陶磁器タイル洗浄用の酸が塗装面に付着すると、変色や溶解などの異状を生じることがありますので、これを防止するため、予め塗装面の養生を行ってください。
塗膜の膨れ、剥がれ、白化、しみの発生につながる場合がありますので、著しく結露が生じるような場所での使用は避けてください。
最終養生の時間内に、降雨、結露などがあれば、塗膜の膨れ、剥がれ、白化、しみの発生につながる場合がありますので、塗装を避けるか強制換気などで表面の水分を除去してください。
材料は規定の範囲内の希釈を厳守し、電動ミキサーなどを用いて内容物が均一になるように撹拌してください。また、仕上がりに影響を生じる場合があるため、施工の際は、撹拌・希釈等の条件は統一
する様にしてください。
強風時、または降雨、降雪のおそれがある場合、及び気温5℃以下、湿度85%以上での施工は原則的に避けてください。気温5℃以下での施工が要求される場合は、採暖及び採暖のための養生により
雰囲気温度、被塗面温度を5℃以上にしてください。冬期においては、施工条件が特に厳しくなる場合があるため、事前に関係者と十分な打ち合わせを行ってください。
材料は使用前に内容物が均一になるように撹拌し、開栓後は速やかに一度に使い切ってください。また材料を保管する場合は、無希釈の材料をしっかりと密栓してから直射日光を避けた冷暗所にて保管
し、できるだけ早めに使い切ってください。
セラミエレガンスには、材料の特性上、多少の臭気があり、内装で使用する場合には、換気に十分配慮してください。
性能に支障をきたす可能性がありますので、当社指定以外の材料を混ぜないでください。
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下塗り1 1～2 2以上 2以上 ー
ローラー、刷毛
エアレススプレーガン
吐出量：600～1000　/分
パターン幅：25～30cm

エアレススプレーガン
吐出量：400～600　/分
パターン幅：25～30cm

※4.5

※6 SKKスーパーガン(万能ガン)
口径：4～6mm
圧力：392～588kPa
      (4～6kgf/　)

SKKスーパーガン(万能ガン)
口径：4～6mm
圧力：392～588kPa
      (4～6kgf/　)

ー下地調整

主材塗り2

●旧塗膜に脆弱層のある場合は、サンダー及び皮スキ、ケレン棒などを用いて除去し、ミラクファンドKC-1000で段差修正後、パターンの復元を
　行ってください。
●高圧洗浄(5～15MPa)にて旧塗膜に付着している塵、ほこり、汚れなどを除去してください。

(23℃)

S K カ ラ ー サ ー フ

清 水

セ ラ ミ エ レ ガ ン ス

清 水
2 4以上 ー 24以上

●改装仕様
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0.5～1.5
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下塗り1 1～2 3以上 16以上 ー
ウールローラー、刷毛
リシンガン
口径：4～6mm
圧力：392～588kPa
      (4～6kgf/　)
M-9ローラー(マスチックローラー)
SKKスーパーガン(万能ガン)
口径：4～6mm
圧力：392～588kPa
      (4～6kgf/　)

※5 ※7

※7

2 主材塗り

(23℃)

セ ラ ミ エ レ ガ ン ス

清 水

100

3～5

2.2～2.4

ー
2 4以上 ー 24以上

●ゆず肌状ローラー仕上げ

5 主材塗り

(23℃)

セ ラ ミ エ レ ガ ン ス

清 水

100

3～5

2.2～2.4

ー
2 4以上 10分以内 ー

2 目地割り

仕上がりのための基準線を打ってください。3 墨出し

墨出しした線に沿ってSK目地テープを貼り付けてください。4 目地テープ貼り

ー

ーー 24以内 ー

6 目地テープ除去 ー ー 24以上

M-9ローラー
(マスチックローラー)

●目地仕上げ

下地調整、下塗り、上塗り（オプション仕様）工程は上記参照。

3 上塗り

(23℃)

S K セ ラ ミ フ ァ イ ン ト ッ プ 既調合 0.14～0.18 2 2以上
7日以内 ー 24以上

●オプション仕様（超低汚染仕様）

下地調整、下塗り、上塗り（オプション仕様）工程は上記参照。

上塗り（オプション仕様）工程は上記参照。

＊既存塗膜の劣化が著しい場合には注意が必要です。既存塗膜に問題がある場合には、皮スキ等により脆弱部を除去し、★マイルドシーラーEPOや、水性ミラクシーラーエコ、またはミラクファンド
  KC-1000などにて下地調整を行ってください。シーラーや下地調整塗材を用いた場合は、下塗材として、SKサンドカラーベースもご使用いただけます。 詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。

※8

＊

微 弾 性

アクリ ルシリ コン樹脂系陶石状多彩装飾仕上塗材
R

Ｆ☆☆☆☆Ｆ☆☆☆☆ホルムアルデヒド
放  散  等  級
ホルムアルデヒド
放  散  等  級



標準色 ※写真は印刷のため、実際と多少異なる場合があります。ご了承ください。

●高耐久・高耐候性
アクリルシリコン樹脂と天然石・セラミック着色骨材を主
成分としているため、耐久性・耐候性に優れています。

●ひび割れ追従性
微弾性のサーフェーサー「ＳＫカラーサーフ」を使用する
ことにより、下地の微細なひび割れに追従し、雨水の浸入
を防ぎます。

●透湿性
塗膜には透湿性があるため、内部の湿気を通し、建物内
部の結露や塗膜の膨れを防止します。

●工期短縮
トップコート不要のため、工期の短縮につながります。

●防かび・防藻性
特殊設計により、かびや藻などの微生物に対して強い抵
抗性を示し、衛生的な環境を維持します。

●オール水性
下塗材、主材ともに水性材料で構成されているため、作業
環境の向上に役立ちます。

●超低汚染仕様（オプション）
超低汚染型水性クリヤートップ「SKセラミファイントップ」
や、超低汚染型弱溶剤形クリヤー塗料「クリーンエレガン
トップシリコン」の使用で、超低汚染性を実現します。
詳しくは、最寄りの各営業所へお問い合わせください。

●戸建て住宅、マンションなどの内外装
●店舗、公共施設などの内外装

 コンクリート、セメントモルタル、ALCパネル、
 スレート板、各種サイディングボードなど

微 弾 性
アクリ ルシリ コン樹脂系陶石状多彩装飾仕上塗材

R

セラミエレガンスは、アクリルシリコン樹脂と天然石、セラミック系着色骨材を主成分
としていますので、上塗り工程（トップコート）を省きながらも優れた高耐久・高耐候性
を発揮する画期的な陶石状多彩装飾仕上塗材です。

特　長 各種仕上げ

用　途

適用下地
●着色骨材を使用しているため、原材料の製造時期により色目の差異が発生することがあります。ご了承ください。
●セラミエレガンスは標準色のみの設定となっております。ご了承ください。
●ご注文の際は必ず見本帳等で色目をご確認ください。

吹付け仕上げ 目地仕上げ※

ゆず肌状ローラー仕上げ

※別途費用が加算されますので、
詳しくは、最寄りの各営業所へ
お問い合わせください。

荷姿

危険情報と安全対策

●セラミエレガンス･････････････････20kg石油缶（標準塗坪：8～9m2/缶）
●ＳＫサンドカラーベース････････････16kg石油缶（標準塗坪：64～80m2/缶）
●SKカラーサーフ･････････････････18kg石油缶（標準塗坪：12～36m2/缶）
●SKセラミファイントップ････････････15kg石油缶（標準塗坪：83～107m2/缶）
　　　　　　　　　　　　　　　　  3.5kg缶（標準塗坪：19～25m2/缶）
●SK目地テープ（5・7・10mm幅、30m巻）･･･10本包

製品の取り扱いは、それぞれの安全データシート（ＳＤＳ）に従ってください。
★印のついている製品は溶剤形の製品であるため、下記の点にご注意ください。
1.引火性の液体のため、火気厳禁です。
2.有機溶剤中毒のおそれがあるため、換気に注意し、防毒マスクまたは、送気マスクを使用するなど 
   の安全対策を行ってください。
3.施工においては、溶剤成分が室内に流入しないように十分注意してください。
※屋内作業等、使用環境によっては、特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則等の
規制を受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様書等をご確認ください。

施工後の注意
本製品には揮発性の化学物質が含まれております。塗装直後の引渡し等において、化学物質過敏
症やアレルギー体質の方への安全対策に十分留意してください。

※上記の標準塗坪は一般的なものであり、下地の状態や環境などによる所要量の増減に応じて
変わることがあります。ご了承ください。


